
週間国際経済2017（14） №99  05/07～05/14    金俊行（きむじゅねん） 

 

05/07・日本車、米生産400万台迫る 4年連続で過去最高を更新 ＜１＞ 

    5年で136万台増加 対米輸出も171万台と2年連続で増加 メキシコ生産は5年で2倍に 

 

05/08・仏大統領マクロン氏（7日）親EU「欧州を擁護」 ルペン氏に大差 ＜２＞ 

    欧州、分断を回避 反ルペン票が流入 最年少39歳、議員経験なし 支持基盤に不安 

  ・米シェール掘削リグ稼働700基 2年ぶり水準回復 原油相場下押し 

 

05/09・核放棄なら体制認める 対北朝鮮、米が中国に伝達 米朝、非公式接触か 

  ・東南ア新車販売3月14％増 2カ月連続2ケタ増 

  ・3月給与総額10か月ぶり減 実質賃金も0.8％減 賃上げ広がり欠く 

 

05/10・韓国大統領に文在寅氏 9年ぶり革新政権 北朝鮮に融和姿勢 ＜３＞ ＜４＞ 

    早期の南北対話探る 日米の強硬姿勢と溝 慰安婦合意再交渉訴え、日本と対立再燃の恐れ 

    「81万人雇用創出」政府主導で経済成長 賃金格差の是正急務 

    「少数与党」国会運営難しく 人事や法案、野党同意が必要 首相候補に知日派知事 

  ・FBI長官解任 米政権 クリントン氏捜査が原因か 

 

05/11・米大統領、ロ外相と会談 シリア問題、関係改善探る 

  ・韓国株が一時最高値 新政権の経済政策に期待 北朝鮮情勢の緊張緩和の見方も 

  ・経常黒字リーマン後最高 昨年度20.1兆円 原油安で輸入減 ＜５＞ 

    第1次所得収支黒字が18.3兆円 企業、海外で再投資 国内雇用に波及弱く  

    サービス収支改善、約1.3兆円の黒字 訪日客消費が底上げ 

 

05/12・中国新車販売4月2.2％減 1年8か月ぶりマイナス 減税縮小の影響長引く 

  ・中国、対欧州鉄道輸送3倍に 2020年メド「一帯一路」を推進 ＜６＞ 

  ・対FBI圧力 強まる疑惑 ロシア疑惑捜査に圧力 

 

05/13・米中、経済で一転接近「100日計画」発表 ＜７＞ 

    中国：牛肉輸入を再開 米国：「一帯一路」に協力 

  ・米通商代表（USTR）にライトハイザー氏承認 対日強硬派、農業に的 

  ・大規模訪中団、日中連携探る 一帯一路会議にオールジャパン派遣 

  ・99か国でサイバー攻撃 欧米・ロシア、7万5000件被害 米当局ソフト悪用か 

 

05/14・米「保護主義講じる権利」 財務長官、G7後の会見で 

    G7（主要7か国財務相・中央銀行総裁会議）共同声明 「保護主義に対抗」文言盛り込まず 

  ・新興国、株・通貨・債権トリプル高 米利上げでもマネー流入 

    新興国株は今年に12％上昇 債券・通貨も5％高 景気回復、経常収支改善、株価に割安感 

 



 


